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2014年５月５日　第 284 号

▶ 

西
北
五
地
区

▶ 

上
十
三
地
区

▶ 

下
北
地
区

▶ 

中
弘
南
黒
地
区

▶ 

三
八
地
区

青
森
集
会
に
一
五
〇
名

消
費
税
増
税
に
怒
り

デモ行進で市民にアピール

■
最
近
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て

腹
が
立
つ
こ
と
が
、
多
く
な
っ

た
。
歳
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
と
も

思
う
が
、
ど
う
も
納
得
が
い
か

な
い
。
準
備
も
公
平
な
判
断
も

な
く
、
た
だ
行
き
当
た
り
ば
っ

た
り
の
番
組
、
企
業
や
現
政
権

の
後
押
し
を
す
る
た
め
に
あ
る

よ
う
な
番
組
な
ど
、
気
に
か
か

る
番
組
や
、
た
だ
時
間
を
殺
す

だ
け
の
テ
レ
ビ
が
多
い
と
感
じ

る
。
■
お
笑
い
番
組
は
、
し
っ

か
り
ネ
タ
を
考
え
、
努
力
の
跡

が
見
え
る
も
の
も
少
し
は
あ
る

が
、
た
だ
の
う
け
狙
い
、
う
る

さ
い
だ
け
や
感
情
の
過
剰
な
表

現
、
暴
力
的
な
行
動
で
の
笑
い

な
ど
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
多

い
。
■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
、
一
方
的
な

主
張
や
見
方
を
、
露
骨
に
流
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
は
許
せ
な

い
。
消
費
税
の
増
税
は
高
齢
化

社
会
に
備
え
、
福
祉
の
た
め
に

使
わ
れ
る
と
い
う
報
道
は
あ
ま

り
に
も
的
を
射
て
い
な
い
。
■

報
道
の
自
由
を
制
限
し
よ
う
と

は
思
わ
な
い
が
、
報
道
は
人
々

の
心
を
動
か
す
力
を
、
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
利
用
し
て
国
民

を
洗
脳
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ

な
い
。
■
最
近
は
テ
レ
ビ
を
見

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
テ

レ
ビ
を
ど
う
し
て
も
見
た
い
と

は
思
わ
な
い
が
、
ど
う
せ
な
ら

安
心
し
て
み
る
こ
と
の
出
来
る

番
組
を
作
製
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
夢
）

県
内
七
ヵ
所
で
約
一
千
名
参
加

集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対

解
釈
で
憲
法
を
壊
す
な
！

県中央集会　団結ガンバロー！

安
倍
暴
走
政
権
と
対
決

　

県
中
央
集
会
に
は
、
37
団
体

340
名
が
参
加
。
歌
声
、
和
太
鼓

演
奏
で
華
や
か
に
開
幕
。
開
会

宣
言
、
議
長
団
選
出
に
続
き
、

式
典
に
移
り
ま
し
た
。

　

奥
村
榮
県
労
連
議
長
は
主
催

者
挨
拶
で
、
深
刻
さ
を
増
す
貧

困
と
格
差
、
極
端
な
富
の
偏
在

　

５
月
１
日
、
青
森
市
・
青
い
森
公
園
で
の
県
中
央
集
会
は
じ
め

第
85
回
メ
ー
デ
ー
集
会
を
県
内
７
地
区
で
開
催
、
合
わ
せ
て
約

一
千
名
が
参
加
。
安
倍
暴
走
政
権
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
、
内

閣
退
陣
を
迫
る
闘
い
の
決
起
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
昼
、
戦
争
い
や

だ
！
憲
法
守
れ
青
森
県
連
絡
会

（
略
称
・
憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も

り
）
は
、
青
い
森
公
園
で
「
集

4・１怒りの集会

状
態
、
侵
害
さ
れ
続
け
る
国
民

主
権
の
現
状
に
触
れ
、「
憲
法

を
柱
に
国
民
・
労
働
者
が
団
結

し
、
安
倍
内
閣
退
陣
を
求
め
、

闘
お
う
で
は
な
い
か
！
」
と
渾

身
の
力
を
込
め
訴
え
ま
し
た
。

　

加
賀
谷
久
輝
青
森
副
市
長
な

ど
３
氏
か
ら
連
帯
の
挨
拶
を
受

団
的
自
衛
権
行
使
反
対
４
・
８

青
森
集
会
」
を
開
催
、
約
100
名

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は「
解

釈
で
憲
法
を
壊
す
な
！
４
・
８

集
会
＆
デ
モ
」
及
び

12
日
の
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
許
す
な
！

秘
密
保
護
法
廃
止
！

全
国
交
流
集
会
」
な

ど
全
国
行
動
へ
の
呼

応
集
会
で
し
た
。

　

今
正
則
県
労
連
副

議
長
は
主
催
者
挨
拶

で
「
時
の
政
権
の
解

釈
次
第
で
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
が
出
来

　

８
㌫
へ
消
費
税
増
税
が
実
施

さ
れ
た
４
月
１
日
昼
、「
怒
り

の
青
森
集
会
」が
青
森
市
内「
青

い
森
公
園
」
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
参
加
者
数
は
150
人
を
超
え

ま
し
た
。
主
催
は
、
消
費
税
廃

止
青
森
県
各
界
連
、
県
社
保
協

け
、
三
村
申
吾
県
知
事
な
ど
６

氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
に

続
き
、
エ
ン
ト
リ
ー
６
団
体
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
。
審

査
の
結
果
、
年
金
者
組
合
が
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
集

会
決
議
採
択
の
あ
と
、
デ
モ
行

進
へ
。
官
庁
街
や
商
店
街
に
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
、

力
強
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

中
弘
南
黒
地
区
306
名
、
西
北

五
地
区
60
名
、
三
八
地
区
160
名
、

上
十
三
地
区
30
名
、
下
北
地
区

25
名
、
下
北
・
川
内
地
区
28
名

な
ど
県
全
体
で
約
一
千
名
が
メ

ー
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
下

北
・
川
内
地
区
で
も
57
年
前
か

ら
メ
ー
デ
ー
集
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

な
ど
５
団
体
。

　

主
催
者
挨
拶
、
決
意
表
明
、

集
会
決
議
採
択
に
続
き
、
繁
華

街
を
デ
モ
行
進
。
ゼ
ッ
ケ
ン
を

着
け
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
ノ
ボ
リ

を
手
に
、「
今
す
ぐ
５
㌫
に
戻

せ
！
」「
暮
ら
し
を
守
れ
！
」「
安

倍
政
権
の
暴
挙
許
す
な
！
」
な

ど
と
声
高
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
全
国
各
地
で
抗

議
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

る
な
ら
憲
法
９
条
は
な
い
に
等

し
い
。
限
定
的
容
認
論
も
歯
止

め
は
な
く
論
外
。
こ
れ
ほ
ど
の

暴
挙
は
な
い
」
と
怒
り
を
込
め

安
倍
政
権
を
糾
弾
し
ま
し
た
。

　

連
帯
挨
拶
、
集
会
決
議
採
択

の
後
に
デ
モ
行
進
。「
解
釈
改

憲
や
め
ろ
！
」「
憲
法
９
条
守

れ
！
」「
国
民
の
声
を
聞
け
！
」

「
秘
密
保
護
法
廃
止
！
」
な
ど

声
高
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

第85回
メーデー
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第282回
まちがい
さがし

籾井会長の罷免求め
NHK青　森放送局に申し入れ

あ
お
　

　

も
り
パ
ー
ト
・
臨
時
労
組
連
絡
会

  

NISA  
（少額投資⾮非課税制度度）  

東北北労働⾦金金庫⻘青森県本部     
⻘青森市本町３-‐‑‒3-‐‑‒11   ☎017(777)6165  

NISA でかしこく投資スタート！  
投資信託のご相談はろうきんへ  

春
の
学
習
交
流
会

▶ 

午
前
は
熱
心
に
学
習

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。氏
名
、住
所
、組

合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。余

白
に
職
場
の
様
子
や
最
近
の

出
来
事
な
ど
を
、ぜ
ひ
お
寄

せ
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
６
月
15
日

●
発
表
＝
７
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
―
１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
282
回
ま

ち
が
い
さ
が
し
」係
り
ま
で
。

第
280
回
の
答
と
当
選
者

《
答
え
》

①
女
雛
の
髪

②
扇

③
刀

④
笛
を
吹
い
て
い
る
男
性
の

烏
帽
子

⑤
手
前
中
央
の
官
女
の
杯

⑥
手
前
右
の
官
女
の
は
か
ま

⑦
手
前
右
の
官
女
の
串
団
子

《
当
選
者
》

　
春
が
待
ち

ど
う
し
い
で
す
。（
起
田
富
子
・

年
金
者
組
合
）

　
雪
が
消
え
�

趣
味
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
季
節

で
す
。
冬
は
室
内
運
動
場
で
し

た
。
天
気
が
良
け
れ
ば
、
ゴ
ミ

拾
い
を
し
ま
す
。（
長
内
一
・

建
交
労
）

　
待
ち
に
待
�
た

春
で
す
。
雪
が
消
え
る
頃
に
は

当
選
し
て
い
る
か
な
？
（
山
谷

愛
子
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
雪
�
寒
さ
︰
︰
�

積
雪
に
慣
れ
て
い
な
い
私
は
、

ク
タ
ク
タ
。
春
を
待
っ
て
い
ま

す
。（
宇
部
好
子
・
県
教
組
）

　
灯
油
代
が

高
く
て
大
変
で
す
。
北
国
は
お

金
が
か
か
り
ま
す
。（
橋
本
ナ

オ
子
・
県
教
組
）

　
ク
�
キ
�
作
り
に

通
っ
て
い
ま
す
。
職
業
訓
練
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。（
北
国
夏

彦
・
年
金
者
組
合
）

　
今
年
も
娘
と

「
３
・
11
集
会
」
に
参
加
し
ま

す
。
場
所
は
、
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
青
森
。
晴
れ
ま
す
よ
う

に
。（
三
浦
し
の
ぶ
・
ひ
だ
ま

り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
す
�
か
り
年
金
生
活
に

入
り
ま
し
た
。
消
費
税
増
税
は

庶
民
生
活
に
大
打
撃
で
す
。
社

会
保
障
に
は
、
ほ
ん
の
少
し

‥
‥
。
増
税
反
対
！
（
松
島
恵

美
子
・
年
金
者
組
合
）

　
政
権
が
変
わ
�
た
ら

す
ぐ
に
農
業
政
策
が
変
わ
り
、

転
作
関
係
の
補
助
金
が
減
ら
さ

れ
ま
し
た
。
冷
害
に
な
れ
ば
食

料
不
足
は
す
ぐ
で
す
。
猫
の
目

農
政
は
困
り
ま
す
。（
坂
本
豊
・

東
青
農
民
組
合
）

　
今
年
は

雪
が
少
な
く
て
、
雪
か
き
が
楽

安倍政権を終わらせよう
　

オ
バ
マ

米
大
統
領

来
日
の
前

日
、
４
月

22
日
の
昼

に
「
国
会

決
議
に
従

い
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
脱

退
を
求
め

る
４
・
22

青
森
集

会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
県
労
連
な
ど
13
団
体

で
構
成
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
青
森

県
実
行
委
員
会
。
当
日
は
会
場

の
青
い
森
公
園
に
120
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
正
則
代
表
（
県
労
連

副
議
長
）
は
、
主
催
者
挨

拶
で
「
オ
バ
マ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

合
意
と
い
う
手
土
産
を
絶

対
に
持
た
せ
て
は
い
け
な

い
。
安
倍
政
権
の
暴
走
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
公
約
破
り
か
ら

始
ま
っ
た
。
今
度
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
安
倍
政
権
を
終
わ
ら

せ
よ
う
」
と
、
力
を
込
め

て
訴
え
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
三
村
申
吾
県
知

事
、
県
農
協
中
央
会
岡
山
時
雄

会
長
、
県
生
協
連
内
田
弘
志
会

長
か
ら
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
。
政
党
は
唯
一
、
日
本
共

産
党
が
参
加
を
し
て
連
帯
の
挨

　

冒
頭
、
奥
村
県
労

連
議
長
は
「
共
済
活

動
は
労
働
組
合
の
要

求
運
動
そ
の
も
の
。

産
別
と
地
域
労
連
の

タ
テ
線
、
ヨ
コ
線
で

組
織
す
る
全
労
連
な

ら
で
は
の
運
動
だ
。

担
当
者
を
養
成
し
組

織
拡
大
に
も
役
立
て

よ
う
」
と
開
校
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

全
労
連
共
済
活
動
を
学
ぶ

労
組
の
要
求
運
動 

の 

の
そ 

も 

全労連共済の仕組みについて話す高地氏

公約破りのＴＰＰ断固反対

　

講
師
は
、
全
労
連
共
済
の
高

地
守
男
常
務
と
湯
本
剛
書
記
。

高
地
氏
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
全
労
連
共
済
を
創
っ
た

の
か
？
そ
の
運
営
は
？
労
働
組

合
共
済
の
根
拠
法
は
？
「
保
険

業
法
」
の
適
用
に
よ
る
自
主
共

済
規
制
の
狙
い
―
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
湯
本
書
記
は
「
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
と
「
実
務
手
引
き

書
」
を
も
と
に
、
組
織
共
済
と

個
人
共
済
ご
と
に
、
適
用
と
給

付
内
容
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
給
付
該
当

例
や
事
例
発
生
の
時
の
連
絡
先

は
？
な
ど
、
実
際
例
を
想
定
し

た
具
体
的
な
質
問
が
多
数
出
ま

し
た
。
次
回
は
加
入
及
び
給
付

申
請
な
ど
実
務
を
中
心
に
学
習

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
（
土
）
午
後
、
県
労
連
会
館
２
階
会
議
室
で
「
全
労

連
共
済
青
森
支
部
第
１
回
共
済
学
校
」
を
開
催
、
講
師
２
名
を
含

め
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
労
働
組
合
に
と
っ
て
共
済
活
動
と

は
？
全
労
連
共
済
と
は
？
民
間
保
険
と
の
違
い
は
？
な
ど
基
本
理

念
か
ら
、
加
入
・
給
付
・
内
容
な
ど
に
関
す
る
実
務
学
習
が
目
的
。

拶
。
県
民
医
連
か
ら
の
決
意
表

明
と
集
会
決
議
案
採
択
に
続
き

デ
モ
行
進
に
移
り
ま
し
た
。

　

同
様
の
抗
議
・
反
対
行
動
は

全
国
各
地
で
、
日
米
首
脳
会
談

に
合
わ
せ
盛
り
上
が
り
、
マ
ス

コ
ミ
も
注
目
し
ま
し
た
。

　

あ
お
も
り
パ
ー
ト
・
臨
時
労

組
連
絡
会
は
、４
月
27
日
（
日
）

に
「
春
の
学
習
交
流
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
弘
前

文
化
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
社

会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
・
行

政
書
士
の
髙
地
豊
人
氏
を
講
師

に
「
消
費
税
の
引
き
上
げ
は
必

要
だ
っ
た
の
か
、
本
質
は
何

か
」
を
学
び
ま
し
た
。
市
民
の

飛
び
入
り
と
い
う
珍
事
も
あ

り
、
参
加
者
は
18
名
。

　

昼
か
ら
公
園
前
で
宣
伝
。
ア

ッ
と
い
う
間
に
、
準
備
し
た
最

賃
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
園
内
に
移
動
し
交
流
。

当
日
は
桜
が
満
開
で
最
高
の
人

手
で
し
た
。

TPP交渉の脱退を！

　

16
通
の
応
募

で
15
名
正
解
で

し
た
。当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

お
め
で
と
う
。橋

本
ナ
オ
子
（
県

教
組
）、
山
谷
愛

子
（
ひ
だ
ま
り
ユ

ニ
オ
ン
）、玉
熊
美

枝
子
（
年
金
者
組

合
）、坂
本
豊
（
東

青
農
民
組
合
）。

で
し
た
。（
一
戸
茂
実
・
自
治

労
連
）

　
２
月
の
少
雪
に

喜
ん
で
い
た
の
に
、
彼
岸
に
も

雪
で
す
ね
。
で
も
雪
が
か
く
し

て
く
れ
て
い
る
今
が
一
番
い
い

か
も
？
！
（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
ユ
ニ
オ
ン
）

　

４
月
４
日
、

県
労
連
、
新
婦

人
県
本
部
、
県

原
水
協
の
３
団

体
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青

森
放
送
局
長
宛

に
申
し
入
れ
文

書
を
提
出
し
ま

し
た
。
籾
井
勝

人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長

と
百
田
尚
樹
、

長
谷
川
三
千
子
両
経
営
委
員
の

罷
免
を
求
め
る
内
容
。

　

３
氏
の
歴
史
認
識
や
人
権
意

識
は
、
安
倍
首
相
の
そ
れ
に
近

く
、「
慰
安
婦
」「
靖
国
参
拝
」「
男

女
役
割
分
担
」
な
ど
に
関
し
て

暴
言
。
籾
井
氏
の
「
慰
安
婦
は

ど
こ
の
国
に
も
あ
っ
た
」
発
言

は
、
外
交
問
題
に
ま
で
も
発
展
、

視
聴
者
か
ら
も
疑
問
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

申
し
入
れ
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会

長
や
経
営
委
員
と
し
て
不
適
任

だ
と
指
摘
、
直
ち
に
辞
任
す
べ

き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、

放
送
法
に
あ
る
「
不
偏
不
党
、

真
実
及
び
自
立
」
に
反
し
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
「
政
府
広
報
」
化
し
て

い
る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。


